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江東区役所〒135-8383 東陽 4−11−28☎ 3647−9111(代)

開催まで「ギネス記録」 昨年9月末に調布市味の素スタジアムにおいて、スポーツ祭東京2013の開催1年前を記念し、

「ゆりーと激励会」が開催されました。東京をはじめ日本各地から、ゆりーとの応援にご当地着ぐるみが集ま

りました。この激励会では全263体の着ぐるみが一堂に会したというギネス世界記録を樹立しました！

スポーツ祭東京2013

東京2020オリンピック・パラリンピック招致

ミニ情報ミニ情報vol.18

250日

﹁
田
河
水
泡
・
の
ら
く
ろ
館
﹂
を

併
設
す
る
森
下
文
化
セ
ン
タ
ー
で
︑

特
別
展
を
開
催
し
ま
す
︒

原
画
�︵
ダ
ッ
シ
ュ
︶

﹁
永
遠
の
少
女
マ
ン
ガ
展
﹂

原
画
�︵
ダ
ッ
シ
ュ
︶
と
は
︑
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
漫
画
原
稿
を
取
り
込
み
︑

色
調
整
を
重
ね
た
う
え
で
印
刷
し
た
︑

精
巧
な
複
製
原
画
で
す
︒

京
都
精
華
大
学
国
際
マ
ン
ガ
研
究

セ
ン
タ
ー
と
マ
ン
ガ
家
の
竹
宮
惠
子

さ
ん
が
共
同
で
研
究
を
進
め
て
い
る

原
画
�︵
ダ
ッ
シ
ュ
︶
を
中
心
に
展
示

し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
マ
ン
ガ
家
の

三
原
順
さ
ん
の
原
画
も
展
示
し
て
い

ま
す
︒

﹇
原
画
�︵
ダ
ッ
シ
ュ
︶
出
展
作
家
﹈竹

宮
惠
子
ほ
か

人
の
作
家

13

﹇
原
画
﹈遺
作
﹁
ビ
リ
ー
の
森

ジ
ョ

デ
ィ
の
樹
﹂
ほ
か
多
数
︒
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︵
月
・
祝
︶
ま
で
の
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�
時
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午
後
�
時
※
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月

日
21

︵
月
)
・
�
月
	
日
︵
月
︶
休
館

﹁
お
お
や
ち
き
の
世
界
展
﹂

伝
説
の
漫
画
家
の
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等
を
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示
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�
年
代
﹁
り
ぼ
ん
﹂
等
で

活
躍
し
た
お
お
や
ち
き
さ
ん
の
作
品

を
展
示
し
ま
す
︒
少
女
漫
画
家
と
し

て
の
活
動
期
間
は
短
い
も
の
の
︑
圧

倒
的
な
画
力
と
華
麗
さ
で
︑
今
で
も

熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
の
多
い
漫
画
家
で

す
︒
現
在
は
︑
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
︑

パ
ズ
ル
作
家
と
し
て
活
躍
中
で
す
︒

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
数
々
を
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示
し

ま
す
︒
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︶
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18
※
い
ず
れ
も

▢場
森
下
文
化
セ
ン
タ
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東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
︑
新
春
恒

例
の
東
京
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
︒
猪
瀬
都
知
事
臨
席
の
も
と
︑

職
員
や
消
防
団
員
︑
災
害
時
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
総
勢
�
︑
�
�
�

人
が
参
加
し
ま
し
た
︒

消
防
関
係
者
︑
消
防
車
両
の
パ
レ

ー
ド
に
続
き
︑
江
戸
消
防
記
念
会
に

よ
る
ま
と
い
と
は
し
ご
の
り
が
披
露

さ
れ
る
と
︑
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が

湧
き
ま
し
た
︒
ま
た
︑
消
防
演
技
で

は
︑
消
火
・
救
助
活
動
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
︒
最
後
は
︑
消
防
艇
に
よ
る

一
斉
放
水
と
は
し
ご
車
に
よ
る
演
技

が
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
華
を
添
え
ま
し
た
︒

休
日
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
︑

会
場
に
は
多
く
の
方
が
詰
め
か
け
︑

消
防
車
両
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
︑
船
舶

な
ど
の
消
火
活
動
・
救
助
活
動
に
歓

声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
︒

▲ビルからの救出活動演技。ロープを使った隊員の素早い降下訓練

「永遠の少女マンガ展」

「おおやちきの世界展」
ほ
か竹宮惠子

▲「地球(テラ)へ…」Ⓒ竹宮惠子

▲「おじゃまさんリュリュ」
Ⓒおおやちき

10／12〜15にアメリカフロリダ州サラソタで世界7か国から約100人のこど

もたちが集い、ストライダーカップ世界選手権が行われ、区内在住で、南砂

第二保育園に通う古
ふる

家
や

詩音
し お ん

くんが5歳クラスで優勝、弟の凛音
り お ん

くんが3歳クラ

▲コースを疾走する準
優勝の凛音くん(ゼ
ッケン312番)

▲日本の大会でも負け
知らずの詩音くん
(ゼッケン511番)

5歳クラス優勝 古
ふる

家
や

詩音
しおん

くん 3歳クラス準優勝 古家凛音
りおん

くん

スで準優勝に輝きました。

ストライダーは、2歳から

乗れる自転車のような二輪遊

具、ペダルや補助輪がないの

が特徴で、日本国内だけで15

万人が愛用しています。

見事世界チャンピオンとな

った詩音
し お ん

くんは「世界チャン

ピオンになれて良かった。次

は、BMX(バイシクルモトク

ロス)でチャンピオンにな

る！」また、準優勝の凛音
り お ん

く

んは「次こそ優勝できるよう

にがんばる！」と、それぞれ

次なる目標に向かって練習を

開始しています。

クレヨンの 赤がたりない バラの花

虫たちは キャベツを食べる 彫刻家

カレンダー 向日葵畑 めくりあげ

夏の空 スカイツリーと 組体操

シャーベット 初めて海を 見た�歳

毎日新聞社賞 柿沢 京香さん(四砂小 5年)

角川学芸出版賞 齋藤 遥
はるか

さん(越中島小 6年)

角川学芸出版賞 外
との

崎
さき

美緒さん(深川七中 1年)

優 秀 賞 畠
はたけ

山
やま

征
まさ

也
や

くん(深川七中 3年)

優 秀 賞 藤田茉
ま

莉
り

子
こ

さん(有明中 2年)

児童生徒に俳句の楽しさを伝え、｢俳句と友

だち｣をテーマに実施された｢現代ジュニア俳句

コンクール｣で、深川第七中学校の久保田恭平

くんが大賞を、深川第七中学校が学校賞を受賞

▲受賞をきっかけに俳句を
より好きになった久保田
くん

試合終え 男同士の かき氷

学校全体での取り組みで、学校賞を受賞
深川第七中学校では、学校生活の中でさまざまな俳句に取り組み、大賞受

賞の久保田くんの俳句のほかにも、多数の作品が入賞するなどして、学校賞

を獲得しました。生徒は全員歳時記と句帳を持ち、毎日の生活の中で思いつ

いた俳句を句帳に書き留めています。毎朝担任の先生は｢今日の一句｣を紹介

したり、学年ごとにまちに出て、公園などで吟
ぎん

行
こう

を行い、生徒たち同士でそ

の場の雰囲気を感じながら、俳句を詠み合っています。卒業式でも｢送辞｣｢答

辞｣に思い出の俳句が組み込まれ、学校全体の取り組みが今回の結果につな

がりました。

現代ジュニア俳句コンクールには、深川七中の

ほか、多数の学校も出展し、賞を受賞しました。

その中で優秀賞以上の作品を紹介します。

現代ジュニア俳句コンクール
大 賞久保田恭平くん (深川七中2年)
学校賞深川第七中学校

しました。

久保田くんは、小学校の時、野球チー

ムのエースピッチャーとして活躍。暑い

夏の大会で優勝し、監督やチームメイト

と一緒にかき氷を食べてお祝いしました。

その忘れることができない夏の思い出の

かき氷が、今回の作品になりました。中

学校では俳句部に所属して、俳句を通じて他校

とも交流し交友関係を広げ、言葉の大切さも学

んでいます。｢難しいところは、言葉が思いつ

かないこと。好きなところは、苦労して良い作

品ができたとき｣と語ってくれました。

入賞作品

こ
う
と
う
区
報
は
発
行
日
か
ら
�
日
か
け
て
郵
便
ポ
ス
ト
へ
お
届
け
し
て
い
ま
す
︒
配
布
の
必
要
が
な
い
場
合
や
︑
配
布
部
数
の
変
更
を

希
望
さ
れ
る
場
合
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︑
全
戸
配
布
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
︵
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お
よ
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